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対話中心の
アクティブ
ラーニング

“現場”に必要な
実践力の向上

リフレクション＆
フィードバック

職種・資格を問わず、医療施設（病床のある施設を推薦します）で勤務している方。
現在または近い将来、病院運営にキーパーソンとして携わる可能性もしくは希望がある方。
通常の業務に疲労しているが、新たな視点をもって臨みたい方。

１０名程度（応募多数の場合には選考します）。

下記URLまたは右記二次元コードよりお申し込みください。
https://hospinfo.tokyo-med.ac.jp/apply/

2025年11月26日（水）　※応募者多数の場合は途中打ち切りの可能性があります。

対 象
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【当セミナーの内容・申込に関するお問い合わせ】
東京医科大学病院  病院経営人材育成研修会担当　Byouin-team@tokyo-med.ac.jp
〒160-0023　東京都新宿区西新宿 6-7-1
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東京医科大学病院  病院経営人材育成研修会担当　Byouin-team@tokyo-med.ac.jp
〒160-0023　東京都新宿区西新宿 6-7-1

リアルワールドで学ぶ
病院チームマネジメント入門
リアルワールドで学ぶ
病院チームマネジメント入門

医療組織運営人材育成研修会東京医科大学病院

費　　用

プログラム

第 4 回

58,000円（税込み）

午後6：30～8：00（予定）
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医療者に必要な財務会計　
 醍醐 象器

医療現場を変える“気づき力”と“つながる力” 
―ノンテクニカルスキル（NTS）入門― 浦松 雅史

QIデータを取得する工夫DWH　
 齋藤 豊 ／ 金﨑 健之

医療現場のハラスメント対策　
 竹口 文博

感染制御の院内チェックポイントを
チェックする 中村 造

臨床工学技士をさらに活用するために
～理想と現実～ 上岡 晃一

みんなで乗り越える
小規模医療施設の泣き笑い 康 暁博

医療連携または総合討論
（受講者施設の事例検討） 菅野 義彦

もしも医療事故が発生したら 
─どう公表する？ メディアは何を取り上げる？─ 江本 哲朗

より良い医療を支える
電子カルテの基本と活用 相坂 琢磨 ／ 本田 裕美

詳しくはこちら

「医療連携」「収益向上」「情報発信」「医療DX」「労務管理」「離
職防止」「苦情対応」...。医療機関の運営ではさまざまな問題
が発生します。それぞれの施設で対策を立て、実施するのは大
きなエネルギーを使っているのではないでしょうか。こちらを立
てればあちらが立たず、どんな本を読んでもネットで検索して
も周りに相談しても答えは書いてありません。高額な研修に参
加してそれっぽいカタカナを覚えて帰っても、逆に今までの古
いやり方でそれなりにうまくいっている施設内で孤立してしまう
ようなことはないでしょうか。

このプログラムではすぐに役立つ知識やノウハウを学ぶわけで
はありません。似たような境遇の方が集まって、正解のない困っ
た事案にいろいろな意見や客観的視点から検討し、共有しま
す。当院の、または皆さんが持ち寄った事例を通して解決法
が見つかればそれに越したことはありませんが、「ウチだけじゃ
ないんだ」と安心してもらい、困ったときの相談相手を見つけ
るのもゴールの一つなので、対面開催にこだわります。また経
営だけではうまくいかない医療施設の特性を理解するには、そ
れ以外を含む運営という概念で全体を見渡す必要があります。

講師陣はなるべくたくさんの職種から選考しました。「チーム医
療」が当たり前になっていますが、それを支えるのは事務職を
加えて医療以外の部分も運営する「病院チームマネジメント」
です。医師だけ、事務職だけの研修ではなく、すべての職種
の方がそれぞれの現場で他職種の事情を考えながら全体最適
を求める視点を養います。好評だった 2024 年の講座に続き、
新メンバーと新テーマを揃えました。
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2026

※研修終了後に東京医科大学長名の修了証が発行されます。 ※全ての回に出席しなくても修了は可能です。
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